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技術の概要

２．技術の内容

安全・防災　　維持管理　環境　　コスト　　ICT　　品質　　　（該当する分類に〇を付けてください）

　油含有土壌・地下水の浄化において、掘削除去＋産廃処理や外来の油分解微生物＋栄養剤を
対象土壌に添加し浄化し再利用する工法が多く採用されてきました。掘削除去＋産廃処理は、コス
トが高い傾向にあり、油分解微生物製剤＋栄養剤の添加・攪拌による浄化・再利用は、掘削除去
＋産廃処理に比べてコストは低い傾向にありますが、外来の油分解微生物の使用に抵抗がありま
した。油分解微生物は、多種あり現地盤に生息数は少ないものの、該当種のうち、なんらかの種は
ほとんどの地盤に生息しています。この原位置油分解微生物による浄化は、微生物の生息数が少
ないことから油分の浄化の進行が遅く、高濃度や炭素数の多い油分の浄化の進行が進まないなど
の課題がありました。そこで油分をナノ分解し、油分解微生物が分解しやすくするとともに餌となる
栄養剤を含んだ油分ナノ分解微生物栄養剤を開発しました。

　油は主にＣ＝ＣとＣ＝Ｈが鎖状に長短に連なって形成されているので、そのＣ＝ＣとＣ＝Ｈの鎖を
脂肪酸と酵素及び原位置微生物を利用して切断することで油を分解することができます。
①脂肪酸と酵素により鎖状の油を細かく分解し、細かく分解された油は土壌内の微生物に吸収さ
せます。
②分解過程により発生した水素などの酵素発酵によって増殖した土壌内の微生物によって吸収さ
せます。
③更には、油の分解により切り離された塩素などは他の物質と化合させて土壌の肥料となります。
　油分ナノ分解微生物栄養剤は、天然素材が主原料で５～10倍希釈で使用することにより環境汚
染や泡公害の心配がなく 中性なので人にやさしい分解・洗浄・栄養剤です

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要 書　（様式） ※別紙２

国の機関　 ０　件　（九州　　0件　、九州以外　0件　）　
自治体　　　1　件　（九州　　0件　、九州以外　1件　）　
民　 間　　　33　件　（九州　　15件　、九州以外　18件　）　

５．活用実績

染や泡公害の心配がなく、中性なので人にやさしい分解・洗浄・栄養剤です。

３．技術の効果

①原位置油分解微生物によるバイオスティミュレーションによる油分浄化に効果があります。
②炭素数の少ないガソリン・軽油・灯油では最適で、重油系も実績があります。
③土壌の油分濃度は50,000mg/kg程度を1,000mg/kg以下に、地下水の油分濃度は300mg/L程度
を5mg/L以下に浄化する実績があります。
　※油分濃度に応じて複数回、添加します。

４．技術の適用範囲

①油種　　　　　　　　　　　　　：　鉱物油のガソリン・軽油・灯油＝◎、重油系＝〇
②土壌の油分濃度（ＴＰＨ） ：　問題となる1000mg/kg～50,000mg/kg（実績）
　※油分濃度及び油種に応じて複数回添加します。
③地下水の油分濃度　　　　：　問題となる5mg/L～300mg/L（実績）
④機材設置面積　　　　　　　：　約2m×約4m以内



６．写真・図・表


